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である標本・写真資料の情報を加味すると，2 綱 15 目 45 科 84 種の魚類が報告されることになる（Table.1.）． 
東京都港区港南はこの京浜運河の流域の北限に位置し（Fig.1.；Fig.2.），芝浦水再生センターからの毎日約 63km3 に
上る処理水，降水と落合水再生センターからの高度処理水などから構成される目黒川の河口が近くにあるため，淡水の影
響を強く受けている．このため，2004 年 12 月から 2007 年 11 月まで月 2 回計測した表層塩分は季節的経時的消長を示
しながら 6.4～26.2‰と変化し，一年を通して汽水環境にあることが示されている（ちなみに，水温は 12.5～30.3℃と変













うに，垂直護岸を避けて行われている．しかし，先にも示したように東京都港区港南からは 1 綱 14 目 36 科 63 種の魚類









度 32 分 50 秒以北）の海域とした）での魚類相の調査研究は，干潟・海浜域や湾奥の中央部といった環境で充実してき
ている（那須ほか，1996；甲原・河野，1999；加納ほか，2000；桑原ほか，2003；山根ほか，2003；河野ほか，2005）．
京浜運河の流域における魚類目録に，これらの結果を合わせて考えると，東京湾湾奥部からは 2 綱 17 目 56 科 112 種が
報告されていることになる（Table.1.；Table.3.）．京浜運河の流域から報告されている魚種はこのうちの 74％を占め，
また東京都港区港南から報告されている種はこのうちの 56％を占めていることになる．しかし，これらの中にはクロサ
ギ科ミナミクロサギ Gerres oyena に代表される同定に疑義のある種が幾らか認められる.また，この 112 種のうち京浜運


























































 環境学習会は，2007 年の 7 月 28 日，8 月 25 日，9 月 29 日，11 月 10 日に催した．会の概要は，約 1 時間の魚類採集
活動を東京海洋大学品川キャンパス係船場で行ったのち，水圏環境教育学研究室に移動し，得られた魚類を観察し，図鑑
で調べ，スケッチ・写真撮影，そして特徴などを記した.参加者一人一人に IC レコーダーを布袋に入れたものをベルトで
止めて装着して頂き，発言データを記録した．7 月 28 日のみ，人手が充分にあっためビデオカメラによる録画による記
録も行うことができた． 







Plt.2.）を小学校 5 年生から中学校 3 年生までの全児童・全生徒に配布した．そして 11 月のみ，7～9 月までの参加者お







した．また，写真撮影ではデジタルカメラを利用した．1 人 1 種以上を担当し，スケッチ等の作業が終わったら解散とい
う流れをとった． 
－56－ 




 第一回目：2007 年 7 月 28 日，午前 9 時に東京海洋大学品川キャンパスの正門前に集合した．その後，係船場へ移動
し，午前 10 時 20 分までの間，たも網，投網，びんどう，釣りによる魚類の採集を行った．さらにその後，5 号館 4 階
5412 号室（水圏環境教育学研究室）へ移動し，既刊の図鑑（末広・阿部，1995；川那部・水野(編・監修)，1996；小西，
2000；瀬能(監修)，2004；井田・松浦(監修)，2007；小西(編)，2007）を用いて採集した魚類の同定および記録用紙の記
入，そしてスケッチと写真撮影を行った．11 時 30 分に会自体は終了したが，その後，参加者からの要望により，再び係
船場へ向かい釣りを 12 時 40 分まで行ってから，解散となった． 
第二回目：2007 年 8 月 25 日，午後 6 時 30 分に東京海洋大学品川キャンパスの正門前に集合した．その後，係船場へ
移動し，午後 7 時 15 分まで水中集魚灯を利用した魚類の採集を行った．さらにその後，5 号館 4 階 5412 号室（水圏環
境教育学研究室）へ移動し，既刊の図鑑（末広・阿部，1995；川那部・水野(編・監修)，1996；小西，2000；瀬能(監修)，
2004；井田・松浦(監修)，2007；小西(編)，2007）を用いて採集した魚類の同定および記録用紙の記入，そして写真撮影
を行った．8 時 30 分に解散となった． 
 第三回目：2007 年 9 月 29 日，午前 9 時に東京海洋大学品川キャンパスの正門前に集合した．その後，係船場へ移動




 第四回目：2007 年 11 月 10 日，午前 9 時半に東京海洋大学品川キャンパスの正門前に集合した．その後，係船場へ移
動し，たも網による採集を行った．急に降り出した豪雨のため 20 分ほどで中止・移動し，魚類が採集されなかったため，
運河で採れた魚を活かしてある水槽・水生生物の観察ならびにタッチプールによる生物との触れ合いを東京海洋大学水産




 環境学習会に参加者はすべて小学生であった．それぞれの参加者数は 7 月 28 日が 5 人（4 人），8 月 25 日が 1 人（0
人），9 月 29 日が 6 人（4 人），11 月 10 日が 1 人（0 人）となっており，6 人（4 人）（延べ 13 人（8 人），（括弧の内数
はそれぞれ女子の数を示す））の児童に参加頂いた．IC レコーダーの不具合や児童が水に漬けてしまい故障させてしまう
場合があったため，8 月 25 日と 11 月 10 日は気になった発言を逐次書き留める方法で代用した．IC レコーダーの不良が
あっても，他の IC レコーダーに登場してくるため，参加者の多い場合は特に支障は出なかった． 
 また，参加した児童全員が東京都港区立港南小学校の児童であり，ここでは児童 A・児童 B が 6 年生女子，児童 C，・




































































          
事例 1 




























「魚類図鑑 東京都港区港南 -京浜運河の流域で観察された魚-」の刊行 
 「魚類図鑑 東京都港区港南 ―京浜運河の流域で観察された魚―」を刊行した（Plt.4-Plt.35）．本調査研究の環境学習












1992 年 5 月にブラジルのリオテジャネイロで催された国連環境開発会議（地球サミット）で「生物の多様性に関する











る．これは魚類ではとりわけブラックバス（ここではサンフィッシュ科オオクチバス Micropterus salmoides salmoides，





 東京都港区港南の魚類目録（Table.1.）には，カダヤシ科カダヤシ Gambusia affins，スズキ科シマスズキ Morone 
sexatilis，サンフィッシュ科ブルーギルLepomis macrochirusという 3種の日本には産しない外来種が含まれているが，
いずれも 2004 年 6 月 2 日に施行された「特定外来生物による生態系等に係る被害の防止に関する法律」で特定外来生物












































































絵本は illustrated book，picture book，picture story book と訳されており，また図鑑は pictorial book，picture book





































































 なお，本調査研究の一部には東京都特別採捕許可を得た調査が含まれています（許可番号 16 特 29 号，17 特 41 号，
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Table.1. A list of fishes in Keihin Canal Basin (underlines mean the species which reported at Konan, Minato City, Tokyo Metr.).
軟骨魚綱　Class Chondrichthyes 　トウゴロウイワシ目　Order Atheriniformes
　エイ目　Order Rajiformes 　　トウゴロウイワシ科　Family Atherinidae
　　アカエイ科　Family Dasyatidae 　　　トウゴロウイワシ　Hypoatherina valenciennei　(Bleeker,1853)　；　3,7,9
　　　アカエイ　Dasyatis akajei 　 (Müller and Henle,1841)　；　1,7,8 　カダヤシ目　Order Cyprinodontiformes
硬骨魚綱　Class Osteichthyes 　　カダヤシ科　Family Poeciliidae
　ウナギ目　Order Anguilliformes 　　　カダヤシ　Gambusia affinis 　(Baird and Girard,1853)　；　2,6,9,10
　　ウナギ科　Family Anguillidae 　ダツ目　Order Beloniformes
　　　ウナギ　Anguilla japonica 　 Temminck and Schlegel,1847　；　2,7,9 　　メダカ科　Family Adrianichthyidae
　　アナゴ科　Family Congridae 　　　メダカ　Oryzias latipes 　(Temminck and Schlegel,1846)　；　2,9
　　　マアナゴ　Conger myriaster 　(Brevoort,1856)　；　7 　　サヨリ科　Family Hemiramphidae
　ニシン目　Order Clupeidae 　　　サヨリ　Hyporhamphus sajori 　(Temminck and Schlegel,1846)　；　6,9,10
　　ニシン科　Family Clupeidae 　　　クルメサヨリ　Hyporhamphus intermedius 　Cantor,1842　；　2
　　　ウルメイワシ　Etrumeus teres 　(De Kay,1842)　；　9,10 　　ダツ科　Family Belonidae
　　　マイワシ　Sardinops melanostictus 　(Temminck and Schlegel,1846)　；　6 　　　ダツ　Strongylura anastomella　(Valenciennes,1846)　；　2,9
　　　サッパ　Sardinella zunasi 　(Bleeker,1854)　；　1,2,3,6,7,8,9,10 　　サンマ科　Family Scomberesocidae
　　　コノシロ　Konosirus punctatus 　(Temminck and Schlegel,1846)　；　1,2,3,6,8,9 　　　サンマ　Cololabis saira 　(Brevoort,1856)　；　2,9
　　カタクチイワシ科　Family Engraulidae 　カサゴ目　Order Scorpaeniformes
　　　カタクチイワシ　Engraulis japonicus 　Temminck and Schlegel,1846　； 　　フサカサゴ科　Family Scorpaenidae
　コイ目　Order Cypriniformes 　　　カサゴ　Sebasticus marmoratus 　(Cuvier,1829)　；　10
　　コイ科　Family Cyprinidae 　　　メバル　Sebastes inermis 　Cuvier,1829　；　2,3,7,9,10
　　　コイ　Cyprinus carpio 　Linnaeus,1758　；　2 　　　ムラソイ　Sebastes pachycephalus pachycephalus　Temminck & Schlegel,1843　；　9
　　　マルタ　Tribolodon brandti 　(Dybowski,1872)　；　3,6,7,8,9,10 　　コチ科　Family Platycephalidae
　ナマズ目　Order Siluriformes 　　　マゴチ　Platycephalus sp.　；　1,3,7,9
　　ゴンズイ科　Family Plotosidae 　　　イネゴチ　Cociella crocodila　(Tilesius,1812)　；　1
　　　ゴンズイ　Plotosus lineatus 　(Thunberg,1787)　；　2 　　アイナメ科　Family Hexagrammidae
　サケ目　Order Salmoniformes 　　　アイナメ　Hexagrammos otakii 　Jordan and Starks,1895　；　2,7,10
　　アユ科　Family Plecoglossidae 　　カジカ科　Family Cottidae
　　　アユ　Plecoglossus altivelis altivelis　Temminck and Schlegel,1846　；　1,2,6,9 　　　アサヒアナハゼ　Pseudoblennius cottoides 　(Richardson,1850)　；　2
　　シラウオ科　Family Salangidae 　　クサウオ科　Family Liparidae
　　　イシカワシラウオ　Salangichthys ishikawae 　Wakiya and Takahashi,1937　；　6 　　　ニセソコシロ　Liparis burkei 　 (Jordan and Thompson,1914)　；　2
　トゲウオ目　Order Gasterosteiformes 　スズキ目　Order Perciformes
　　ヨウジウオ科　Family Syngnathidae 　　スズキ科　Family Moronidae
　　　ヨウジウオ　Syngnathus schlegeli 　Kaup,1856　；　7 　　　スズキ　Lateolabrax japonicus 　(Cuvier,1828)　；　1,2,5,6,7,8,9
　　　サンゴタツ　Hippocampus mohnikei 　Bleeker,1854　；　9 　　　シマスズキ　Morone saxatilis 　(Walbaum,1792)　；　4
　ボラ目　Order Mugiliformes 　　サンフィッシュ科　Family Centrarchidae
　　ボラ科　Family Mugilidae 　　　ブルーギル　Lepomis macrochirus 　Rafinesque,1819　；　9
　　　ボラ　Mugil cephalus cephalus　Linnaeus,1758　；　1,2,5,7,8,9,10 　　アジ科　Family Carangidae
　　　セスジボラ　Chelon affinis 　(Günther,1861)　；　8,11 　　　マアジ　Tranchurus japonicus 　(Temminck and Schlegel,1844)　；　10
　　　メナダ　C. haematocheilus 　(Temminck and Schlegel,1845)　；　3,8,11 　　　ギンガメアジ　Caranx sexfasciatus　Quoy and Gaimard,1824　；　11
　　　コボラ　C. macrolepis 　(Smith,1849)　；　3 　　ヒイラギ科　Family Leiognathidae
　　　ナンヨウボラ　Moolgarda perusii 　(Valenciennes,1836)　；　3 　　　ヒイラギ　Leiognathus nuchalis 　(Temminck and Schlegel,1845)　；　1,3,7,8
Table.1. Continued
　　クロサギ科　Family Gerreidae 　　クロユリハゼ科　Family Ptereleotridae
　　　クロサギ　Gerres equulus 　(Temminck and Schlegel,1844)　；　3 　　　クロユリハゼ　Ptereleotris evides 　(Jordan and Hubbs,1925)　；　3
　　タイ科　Family Sparidae 　　クロホシマンジュウダイ科　Family Scatophagidae
　　　クロダイ　Acanthopagrus schlegelii　(Bleeker,1854)　；　1,8,11 　　　クロホシマンジュウダイ　Scatophagus argus 　(Linnaeus,1766)　；　11
　　　キチヌ　A. latus 　(Houttuyn,1782)　；　7,9 　　サバ科　Family Scombridae
　　キス科　Family Sillaginidae 　　　マサバ　Scomber japonicus 　Houttuyn,1782　；　11
　　　シロギス　Sillago japonica 　Temminck and Schlegel,1842　；　1,3,7 　カレイ目　Order Pleuronectiformes
　　ヒメジ科　Family Mullidae 　　ヒラメ科　Family Paralichthyidae
　　　ヨメヒメジ　Upeneus tragula 　Richardson,1846　；　7 　　　ヒラメ　Paralichthys olivaceus　(Temminck and Schlegel,1846)　；　7
　　ウミタナゴ科　Family Embiotocidae 　　カレイ科　Family Pleuronectidae
　　　ウミタナゴ　Ditrema temmincki 　Bleeker,1853　；　2 　　　マコガレイ　Pleuronectes yokohamae 　Günther,1877　；　2,7,8,10
　　シマイサキ科　Family Teraponidae 　　　イシガレイ　Kareius bicoloratus 　(Basilewsky,1855)　；　2,3,7,9
　　　コトヒキ　Terapon jarbua 　 (Forssåkl,)　；　1,2,5,8,9 　フグ目　Order Tetraodontiformes
　　　シマイサキ　Rhyncopelates oxyrhynchus　(Temminck and Schlegel,1843)　；　2,3,9,11 　　ギマ科 　Family Triacanthidae
　　メジナ科　Family Girellidae 　　　ギマ　Triacanthus biaculeatus 　(Bloch,1786)　；　7,11
　　　メジナ　Girella punctata　Gray,1835　；　2,9 　　カワハギ科　Family Monacanthidae
　　ニシキギンポ科　Family Pholidae 　　　アミメハギ　Rudarius ercodes 　Jordan and Fowler,1902　；　11
　　　ギンポ　Pholis nebulosa 　(Temminck and Schlegel,1845)　；　2,3,7,9,10 　　フグ科　Family Tetraodontidae
　　イソギンポ科　Family Blenniidae 　　　ヒガンフグ　Takifugu pardalis 　(Temminck and Schlegel,1850)　；　9,10













　　　マハゼ　Acanthogobius flavimanus 　(Temminck and Schlegel,1845)　；
　　　アシシロハゼ　Acanthogobius lactipes 　(Hilgendorf,1879)　；　1,2,3,5,7,8
　　　アベハゼ　Mugilogobius abei 　(Jordan and Snyder,1901)　；　1,2,5,6,7,8,9,10
　　　スジハゼ　Acentrogobius pflaumii 　(Bleeker,1853)　；　1,3,7,8,9
　　　チチブ　Tridentiger obscurus 　(Temminck and Schlegel,1845)　；　　1,2,3,5,7,8,10
　　　ヌマチチブ　Tridentiger brevispinis 　Katsuyama, Arai and Nakamura,1972　；　5,7
　　　アカオビシマハゼ　Tridentiger trigonocephalus 　(Gill,1858)　；　1,2
　　　シモフリシマハゼ　Tridentiger bifasciatus 　Steindachner,1881　；　7,8,9,10
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species richness(Margalef's d index)： Simpson's diversity index： the Shannon diversity index：
d=(S-1)/logeN SID=1/∑(ni/N)2 H=-∑(ni/N)log2ni/N
from May, 1993 to Sep., 1994(A) 16.8715 1.5400 1.1868
from May, 2005 to Sep. 2006(B) 33.8665 4.3665 2.8713
B/A 2.0073 2.8354 2.4193
Table.2.　The comparison of fishes diversity at the mooring berth of Shinagawa Campus of Tokyo University of Marine Sciense and
Technology (the forerunner Tokyo University of Fisheries) between 1993-1994 and 2005-2006(S=number of species，N=number of
individuals，ni=number of individual of species i；Date resources : 1993-1994(Sakai et al.,2007) and 2005-2006(Miyazaki and Moteki,2007)；
Analysis resources : d(Clifford and Stephenson,1975), SID(Simpson,1949), H(Shannon,1948a；Shannon,1948b)).
自然保護協会（1989） 東京都環境保全局水質保全部（1988） 甲原・河野（1999） 加納ほか（2000） 桑原ほか（2003） 山根ほか（2003）
モツゴ(unknown) ドチザメ（1） ヒカリエソ(2) ワカサギ(4) ジュズカケハゼ(2190) ツバクロエイ(1)
コショウダイ(9） ザカトビウオ(1) ロウニンアジ(1) ウキゴリ(138) ワカサギ(1)











Table.3. The list of fishes which were not collected in the Keihin Canal Watershed, but also collected in inner part of Tokyo Bay (the parenthetic
number which is right side of Japanese common name means the number of individual(s)).




























































Table.8. Fish list of this environmental learning event.
7月 8月 9月 11月








Fig.1. The site of this reserch, the Keihin Canal Watershed, inner part of Tokyo Bay






















































































































































Fig.4. Relative abundance curves for fish species in two terms(from May, 1993 to
Sep., 1994 (Sakai et al., 2007) and from May, 2005 to Sep., 2006 (Miyazaki and
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Fig.7. An example of the sketch of this research.
Fig.8. The relationship between Bioethics and Environmental Ethics.
環境倫理
世代間倫理
生命倫理生存権拡大 縮小
生物多様性保全
の基盤
